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第 1章研究の背景

第 1節研究課題の設定と杜会的意義

中学校学習指導要領解説総長Ij編 (2017)にお

いて，思考力・判断力・表現力等は，将来の予

測が困難な社会の中でも，未来を切り拓いてい

くために必要な資質・能力であり，その育成が

これまで以上に重要で、あると述べられている。

一方で，思考力・判断力・表現力等の育成が円

滑に行われているとは決していえない現状が各

種報告から見てとれる。 例えば，財団法人日本

システム開発研究所 (2010) によると，思考

力・判断力・表現力等を育成するための活動に

ついて，イメージできない，もしくはどちらか

といえばイメージできないと回答した教員は合

わせて約 36%にものぼった。筆者が担当する

社会科に限っていえば，ベネッセ教育総合研究

所 (2018) によると，満足で、きる水準の「社会

的な思考力・判断力・表現力」が 7割以上の

生徒に身についていると回答した社会科教員

は，わずか 10.1%にとどまった。また，思考

力・判断力・表現力等の評価が難しいと解答し

た社会科教員は 65.5%にものぼった。

中学校学習指導要領解説総則編 (2017)で

は，こうした資質・能力の育成を，単元や題材

など内容や時間のまとまりを見通しながら図っ

ていくことが求められており，生徒の思考力・

判断力・表現力等の育成のためには，思考力・

判断力・表現力等を発揮しやすいような単元を

設計する必要があると考えた。そこで生徒の思

考力・判断力・表現力等を育むために，単元を

どのように作成すればよいか，その手立てを探

ることとした。

第 2節 先行研究の調査

授業や単元の設計にかかわる研究にインスト

ラクショナノレ・デザインがある。鈴木 (2006)

によればインストラクショナノレ・デザインと

は教育活動の効果，効率，魅力を高めるた

めの手法を集大成したモデルや，研究分野，ま

たはそれらを応用して学習支援環境を実現する

ためのプロセスのことJを指すとする。また，

渡辺 (2015)は，鈴木がここでいう効果とは学

習到達度の向上を，効率とは費用対効果や学習

者にとっては学習時間の短縮，教員にとっての

過去の教材の利活用を含めた授業準備など，そ

して魅力とは学習意欲の継続を指し，この 3つ

の要素を高めるためには，学習目標，評価方

法，教育内容を検討すべきとする。授業設計の

手立てに関する先行研究が，思考力・判断力・

表現力等の育成に向けて学習目標，評価方法，

教育内容を検討できるものか，探っていく o

授業(単元)設計の方策として，例えば学習

課題分析がある。 Gangeら(1979，2005) は，

学習で育成をめざす資質・能力の要素を 5つに

分類し，実際の授業を設計する上ではその分類
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にあった設計方法を取るよう主張し，思考力・

判断力・表現力等にあたる知的技能や認知的方

略は階層分析を用いることで学習課題の分析が

行えるとした。佐藤(1979) は 1SM法を用い

て単元で扱う教材を分析し，どのような学習順

が望ましいか，導き出す方法を提案した。 1S 

M法は，多数の要素が複雑にかかわりあってい

る社会システムの構造を，分析するために開発

された手法である。佐藤はカリキュラムや教材

も多数の要素が捜雑にかかわりあっていると

し，これらの設計に 1SM法が使えるとした。

社会科ではしばしば，単元の設計に知識の構造

図が用いられる。知識の構造図とは学習する単

元にはどのような概念的知識が存在するのか，

その概念的知識がどのような事実に支えられて

いるかを図示したものである。これらの研究

は，上位の目標を達成するために，基礎的な下

位の目標段階で， どのような知識・技能を習得

するが重視されており，思考力・判断力・表現

力等をどのように発揮するのか設計することは

難しいといえる。また，上位の目標そのものの

質を十分に保証できるとは限らないため，単元

内の活動で，十分に思考力・判断力・表現力等

を発揮できない可能性が考えられる。加えて評

価の規準が明確でないため，これらの方法で思

考力・判断力・表現力等の評価を行っていくこ

とは難しい。

原因 (2018) は，石井 (2015) の学校で育成

する資質・能力の要素の全体像を捉える枠組み

を基に見方・考え方を活かしたカリキュラ

ムの構造化モデル(表 1) Jやカリキュラ ム

の構造化モデルに基づいた評価基準(表 2)Jを

作成することを提起した。資質・能力の質(レ

ベノレ)的な違いが，深い学びを実現するための

目標の構造化の指針となり，ひいては問いの設

定や学習過程の設計に効果を発揮することを主

張している。原田のモデルは資質・能力の 3要

素と，レベルの 3層によるマトリックスを基本

とし，それぞれのセルについて，中学校学習指

導要領や社会科の諸研究を基にして，具体的に

どのような資質・能力を目指していくべきか整

理した。またカリキュラムの構造化モデ、ル

に基づく評価基準j では発問を「思考力・判断

力・表現力j として，求めるべき解答を「知

識・理解」として位置づけることで，単元設計

への応用ができるとしている。しかし，評価の

方法については，知識の構造図と同じく思考

力・判断力・表現力等を知識によってはかるシ

ステムをとっていることに課題が残る。

泰山 (2014) は学習指導要領から 19の思考

スキノレを抽出した。思考スキノレを活用してどの

ような情報をどのように処理させるのかについ

て検討することが可能になり，これによって授

業や単元の設計が行いやすくなったり，子ども

たちへの支援が具体的になったりするとした。

そこで，木研究では原田の「見方・考え方を

活かしたカリキュラムの構造化モデル」に，泰

山の「思考スキノレ」を評価の手立てとして加え

て，思考力・判断力・表現力等の育成を図る単

元設計のためのモデルとした。このモデルシー

ト(表)を使った単元設計及び授業実践を通し

て，効果を検証していくこととした。

表 作成した思考力圃判断力・表現力等の育成を

目指す単元設計のためのモデルシート
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第 2章研究の方法

本研究では，思考力・判断力・表現力等を学

習指導要領解説に従って，社会や生活の中で直

面するような未知の状況の中でも，その状況と

自分との関わりを見つめて具体的に何をなすべ

きかを整理したり，その過程で既得の知識や技

能をどのように活用し，必要となる新しい知識

や技能をどのように得ればよいのかを考えたり

するなどの力と定義する。また，仮説を，モデ

ルを使うことで，生徒が思考力・判断力・表現

力等を発揮できる単元の設計と，その支援の方

策が明らかになり，思考力・判断力・表現力等

の育成につながり得るだろうとした。この仮説

を証明するために，教員へのインタビューなど

を基に「モデルが， 目標，活動，評価の設計を

助け，生徒への支援が明確になるかJ，生徒の

成果物などを基に「生徒は思考力・判断力・表

現力等を発揮できるかJ，そして教員と生徒の

インタビューの相関などから「生徒が思考力・

判断力・表現力等を発揮できたのは，モデルの

効果によるものかj 明らかにすることとした。

各種インタビュー項目は稲垣 (2016)や荒木

(2018) などを参考に作成した。

調査は令和 3年 5月から 9月までの期間で行

い，協力教員 7名にモデ、ノレを使い単元の設計及

び実践をしてもらった。各単元について，上記

の方法で検証した。

第 3章研究の結果と考察

第 1項 モデノレが， 目標，活動，評価の設計を

助け，生徒への支援が明確になるか

モデ、ノレを使って設計した単元では，概ね 3つ

のレベノレの思考力・判断力・表現力等も発揮で

きる設計がなされ，思考力・判断力・表現力等

を発揮する機会も大幅に増すことができた。ま

た，教員の多くは目標，活動，評価の設計が効

果的にできている実感を得ていた。目標や活動

の設計については，教育内容の構造が明らかに

なり，単元の目標が絞りやすくなったという内

容面，モデノレによって単元を通してどのレベル

の思考力・判断力・表現力等を追及するか見据

えることができた資質・能力面の両面で効果が

あったと考えられる。評価については，思考ス

キ/レが思考力・判断力・表現力等が発揮される

様子をとらえやすくしただけでなく，知識・技

能などとの評価における境界が定めやすくなっ

たことが考えられる。

一方で，最もレベノレの高い「活用・創造」の

活動がイメージしきれない，学習内容が多く単

元の内容が精査しきれない，短期間で、はモデル

や思考スキルが十分理解で、きないなどの課題も

散見された。

第 2項 生徒は思考力・判断力・表現力等を

発揮できるか

検討を行った単元全てで 3つのレベルのう

ち最もレベノレの高い「活用・創造」レベルの思

考・判断・表現は，ある程度発揮されているこ

とが分かつた。一方，最も基礎的な「知識の獲

得」レベルの思考・判断・表現は，発揮されて

いる単元とされていない単元の差が大きく開い

た。「知識の獲得Jレベノレの思考力・判断力・表

現力等が十分に発揮できていない単元では，レ

ベルの高い活動の際に， I知識の獲得」レベルの

内容があまり反映されなかった。

第 3項 思考力・判断力・表現力等を 発揮で

きたのは，モデ、ノレの効果によるものか

特に重点を置いて調査した 3単元のうち 2単

元では，教員も生徒もモデ、/レを使って設計した

単元によって思考力・判断力・表現力等が発揮

できたことが示唆された。一方，これらの単元
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においても，思考力・判断力・表現力等を十分

に発揮できなかった生徒はモデ、ルの効果をあま

り実感できなかったと回答し，教員もそのよう

に感じたと回答した。 3つのうち，教員や生徒

が思考力・判断力・表現力等を十分に発揮でき

なかったと感じた単元では「社会的な見方」を

{動かせるための工夫が，足りなかったと考えら

れる。「社会的な見方Jへの工夫が足りないこと

で，生徒たちは数ある情報の中からどのような

情報を選別すべきか，基準を持てなかったと思

われる。それによって，よりレベノレの高い思考

力・判断力・表現力等を発揮する際に，こうし

た情報を使うことに苦労したため，思考力・判

断力・表現力等を十分に発揮できなかったと感

じたと思われる o

第4章成果と 課題

本研究は，中学校社会科の単元を設計する際

に，筆者の提案するモデ、ルを使うことで，生徒

が思考力・判断力・表現力等を発揮できる単元

の設計と，その支援の方策が明らかになり，思

考力・判断力・表現力等の育成につながり得る

か明らかにしようとするものである。この新た

なモデルを使って，協力教員に単元を設計した

上で，授業実践を行ってもらった結果，どのよ

うなレベルの資質・能力を目指すのか，そのた

めにどのような活動を設計するのか，そして思

考スキルによって思考過程のどの部分を評価す

るのかなどを明らかに出来る可能性が示された。

また，生徒は特に「意味の理解j や「活用・創

造」レベルの思考力・判断力・表現力等を効果

的に発揮したことが成果物等から読み取れると

ともに，教員や生徒へのインタビューなどから，

それがモデルを使った単元の設計の効果と考え

られた。

本研究の研究上の課題として，限られた期間

内に中学校社会科 3分野を対象に検証を行った

ため，実施した単元数は必ずしも多くないこと

が挙げられる。その効果をよりはっきりとさせ

るためには，更なる継続した調査が必要で、あろ

うと考える。また，意欲的に単元の開発に取り

組もうという 7名の教員を対象にした研究であ

り，それ以外の教員にも同様の効果が見込める

かは現時点で不透明である。

実践上の課題としては知識の獲得」レベ

ノレの思考力・判断力・表現力等を発揮させ，知

識の定着を図る手立てをより検討していく必要

がある o 次いで，生徒たちにどのように「社会

的な見方」を働かせていくかが課題として浮か

び上がった。これらの課題を解決する手段に迫

り，それをモデ、ノレに反映させることが最大の課

題といえる。それによって教員の負担や，より

使い方に「慣れにくしリモデルにならないよう

にしながらも士日識の獲得」レベルや「社会

的な見方」を単元に盛り込みやすくするモデル

の改良を模索していきたい。

今回は中学校社会科で実践を行ったが，小学

校や高等学校などの，社会科や社会科系の教科

で同様の効果が得られるか検証することが考え

られる。あるいは，他教科などへの応用や，教

科横断的な学びを検討する際のフォーマットと

しての可能性もあるだろう。さらには思考力・

判断力・表現力等以外の資質・能力にどのよう

な影響を与えうるか検証していくことも魅力的

な研究題といえる。近年では思考力・判断力・

表現力等の育成に加えて， さらに自己調整力な

ど，新たな資質・能力への注目が集まってい

る。今回の研究で得た知見を活かして，さらな

る研究に取り組んでいきたいと考えている。




